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新
春
の
伝
統
行
事
で
あ
る
消
防
団

出
初
式
を
一
月
九
日
（
日
）
に
生
坂

中
学
校
体
育
館
で
挙
行
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
し
て
い
た
こ

と
、
ま
た
、
政
府
が
年
末
年
始
を
静

か
に
過
ご
す
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
た

こ
と
を
受
け
、
出
初
式
の
開
催
を
中

止
と
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
規
模
縮

小（
参
加
人
員
の
見
直
し
・
式
典
時

間
の
短
縮
）、な
ら
び
に
感
染
防
止
策

を
徹
底
し
た
上
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
二
五
名
の
消
防
団
員

へ
、
永
年
の
功
績
に
対
し
、
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

　
各
章
の
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　退
職
者
感
謝
状

○
松
本
消
防
協
会
長
感
謝
状

　
元
第
三
分
団
副
分
団
長
　
山
口
　
　
弘

　
元
第
三
分
団
班
長
　
平
田
　
雅
弘

　
元
第
三
分
団
班
長
　
一
ノ
瀬
博
彰

　
功
　
労
　
章
（
一
名
）

　
第
三
分
団
副
分
団
長
　
小
林
　
直
樹

　
努
　
力
　
章
（
一
名
）

　
第
一
分
団
分
団
長
　
中
村
　
康
志

　
精
　
績
　
章
（
一
名
）

　
ラ

ッ

パ

長
　
藤
澤
　
幸
恵

　
技
　
術
　
章
（
一
名
）

　
第
二
分
団
分
団
長
　
瀧
澤
　
雄
樹

　
精
　
勤
　
章
（
二
名
）

　
第
一
分
団
班
長
　
藤
澤
　
雄
斗

　
第
三
分
団
班
長
　
山
本
　
政
和

○
松
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
功
　
績
　
賞
（
二
名
）

　
副

団

長
　
山
本
　
𠮷𠮷
人

　
第
三
分
団
分
団
長
　
藤
澤
　
正
敏

　
功
　
労
　
章
（
一
名
）

　
本

部

長
　
吉
川
　
祐
貴

　
精
　
績
　
章
（
二
名
）

　
第
二
分
団
副
分
団
長
　
瀧
澤
　
　
学

　
第
一
分
団
部
長
　
竹
内
　
正
文

　
精
　
勤
　
章
（
二
名
）

　
第
二
分
団
団
員
　
竹
内
　
一
将

　
第
三
分
団
団
員
　
牛
越
　
　
幹

○
生
坂
村
消
防
団
長
表
彰
　

　
勤
続
功
労
章
（
三
名
）

　
第
二
分
団
分
団
長
　
瀧
澤
　
雄
樹

　
第
二
分
団
班
長
　
瀧
澤
　
直
樹

　
第
三
分
団
班
長
　
山
本
　
政
和

○
生
坂
村
長
感
謝
状

　
元
第
三
分
団
副
分
団
長
　
山
口
　
　
弘

　
元
第
三
分
団
班
長
　
平
田
　
雅
弘

　
元
第
三
分
団
班
長
　
一
ノ
瀬
博
彰

団

　表

　彰

〇
長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
優
秀
章
（
生
坂
村
消
防
団
）

団 

員 

表 
彰

○
長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
永
年
勤
続
功
労
章
（
三
名
）

　
第
一
分
団
班
長
　
日
岐
　
　
孝

　
第
一
分
団
団
員
　
吉
澤
　
宏
文

　
第
三
分
団
部
長
　
牛
越
　
秀
男

　
功
　
労
　
章
（
三
名
）

　
第
一
分
団
班
長
　
吉
原
　
澄
夫

　
第
一
分
団
班
長
　
金
元
　
久
巳

　
第
三
分
団
班
長
　
山
本
　
政
和

　
精
　
勤
　
章
（
三
名
）

　
第
一
分
団
団
員
　
太
田
　
　
翔

　
第
二
分
団
団
員
　
竹
内
　
一
将

　
第
三
分
団
団
員
　
牛
越
　
　
幹

　
消
防
団
は
村
民
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、
災
害
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。活
動
に
は
、

ご
家
族
や
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

が
必
要
で
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
団
員
募
集
中

▼
生
坂
村
消
防
団
で
は
、
新
入
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。消
防
活
動
は
、

平
時
は
各
種
訓
練
や
巡
回
広
報
を
主

と
し
、火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

消
防
署
と
連
携
し
て
速
や
か
な
防
御

活
動
を
行
い
ま
す
。
消
防
団
が
対
応

す
る
災
害
は
、火
災
だ
け
で
は
な
く
、

地
震
や
風
水
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減

や
そ
れ
ら
に
伴
う
救
助
活
動
な
ど

多
岐
に
渡
り
ま
す
。
消
防
活
動
に
あ

た
り
、
年
額
報
酬
と
出
動
報
酬
が
個

人
の
口
座
へ
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
生
坂
村
役
場
総
務
課
総
務
係

（
六
九-

三
一
一
一
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

表
彰
者
名
簿 （
敬
称
略
）

令
和
四
年

　
　生
坂
村
消
防
団
出
初
式
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令
和
四
年
の
新
春
を
迎
え
一
月
六

日
（
木
）
に
生
坂
村
賀
詞
交
歓
会
が

や
ま
な
み
荘
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
賀
詞
交
歓
会
は
中

止
と
な
り
、
総
合
表
彰
式
の
み
三
月

に
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続

く
本
年
は
、
ご
来
賓
を
村
内
の
各
団

体
な
ど
の
代
表
の
方
の
み
と
し
て
、

祝
賀
会
は
開
催
せ
ず
、
総
合
表
彰
式

も
併
せ
て
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

　
藤
澤
村
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
村
民

の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

施
策
の
推
進
を
図
り
、
将
来
の
見
通

し
を
充
分
考
慮
し
た
有
効
で
効
果
的

な
事
業
遂
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
総
合
表
彰
式
で
は
、
前
年
ま
で
各

分
野
で
村
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
七
名
の
皆
様
に
、
村
長

か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

域
や
行
政
の
皆
様
に
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
生
坂
村
に
住
む
一
村
民
と

し
て
、
ご
協
力
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
感
謝
状
】（
敬
称
略
）

丸
　
山
　
勝
治
郎
　
　
前
区
長
会
長

藤
　
澤
　
豊
　
光
　
　
前

区

長

山
　
崎
　
智
　
𠮷𠮷
　
　
前

区

長

栁
　
澤
　
辰
　
彦
　
　
前

区

長

荻
久
保
　
幸
　
男
　
　
前

区

長

山
　
本
　
　
　
優
　
　
前

区

長

岩
　
間
　
康
　
雄
　
　
前

区

長

　
村
長
か
ら
は
、
長
年
に
わ
た
る
ご

労
苦
に
対
す
る
敬
意
と
感
謝
の
気
持

ち
が
伝
え
ら
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
前
上
生
坂
区
長
で
区
長
会
長
を
務

め
た
丸
山
勝
治
郎
さ
ん
か
ら
「
上
生

坂
区
長
を
拝
命
し
、
任
期
中
の
活
動

を
全
う
で
き
ま
し
た
の
も
、
地
域
住

民
の
皆
様
の
支
え
や
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
の
こ
と
で
あ
り
、
地
域
を
よ
り

良
く
し
よ
う
と
い
う
貢
献
の
意
識
は

村
民
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
地

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス「
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
」
が
瞬
く
間
に
感
染
拡
大
し
て
、

軽
症
者
が
ほ
と
ん
ど
と
は
言
え
、
過

去
最
大
の
感
染
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
も
不
安
な
日
々
を
お
す

ご
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
や
ま
な
み
荘
で
は
、
信
州
安
心
の

店
へ
の
配
布
事
業
で
Ｃ
Ｏ
２

セ
ン
サ
ー

を
二
台
、
無
償
で
い
た
だ
き
活
用
し

て
い
ま
す
。一
階
ロ
ビ
ー
と
食
堂
レ
ジ

前
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
大
い
に
活

用
し
換
気
を
十
分
に
行
い
、
き
れ
い

な
空
気
を
維
持
し
、
お
客
様
を
お
迎

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
内
の
方
の
四
名
ま
で
の

会
食
が
基
本
的
に
上
限
と
い
う
中
で

何
と
か
お
役
に
立
ち
た
く
、
ご
家
庭

や
職
場
で
手
軽
に
お
召
し
上
が
り
い

た
だ
く
よ
う
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ
を
刷

新
し
、期
間
限
定
割
引
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

も
設
定
し
ま
し
た
。食
堂
の「
う
な
丼・

ブ
リ
カ
ツ
丼
フ
ェ
ア
」と
合
わ
せ
多
く

の
方
の
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
来
で
す
と
、
時
期
的
に
役
員
の

切
り
替
え
や
送
別
会
な
ど
が
行
わ

れ
、
集
ま
っ
て
締
め
に
会
食
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
が
、こ
の
状
況
下
で
は
ま

だ
無
理
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
今
一
度
、や
ま
な
み
荘
の

仕
出
し
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
ご
利
用

い
た
だ
き
、
安
心
安
全
な
各
種
会
合

に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
感
染
状
況
が
少
し
で
も
収

束
す
る
こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ま
も
ご
自
分
の
身
は
ご
自

分
で
守
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
ご

無
事
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
る
よ
う
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
四
年

　
　賀
詞
交
歓
会
を
開
催

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘
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小学校だより

生坂小学校では、家庭でのデジタルメディアの使い方を考えていただく「アウトメディアチャレンジデー」という取り

組みを続けています。今回のアンケートでは、六年生が勉強で調べ物に利用している割合が六割以上と多く、デジタ

ルメディアを有効に賢く使っていることが分かりました。急激に進化していくデジタルメディアを、便利に楽しく、賢く使

っていけるように、今後も取り組みを続けていきたいです。 

 三学期が元気にスタートしましたが、オミクロン株による新型コロナウィルス感染症の拡大が止まりません。生坂小

学校では、日々の感染症予防の徹底とともに、万が一の学級閉鎖や休校に備え、家庭と学校をオンラインでつないで、

学活や授業をする準備をしています。 （写真で紹介します） 

新型コロナウィルス感染症が、早く終息してくれることを願っています。 

 

 

パソコンの操作に慣れている高

学年の子どもたちが、低学年の

子どもたちに教えてくれました。 

パソコン画面上で、学活をして

います。 

先生もパソコンの勉強中です。 

 

１学期に３年生以上の子どもたちを対象にして「メディアに関するアンケート」を実施しました。 

その結果から、生坂小学校の子どもたちの実態をお知らせします。 
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中学校だより
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定期的な歯科受診も欠かさずに 

歯磨きは虫歯や歯周病の予防や重症化を防ぐために有効ですが、感染症に

かかりにくくするためにも有効です。お口を清潔にしておくことで、インフ

ルエンザにかかりにくくなることはデータでも示されています。 

お口を常に清潔に保つために、毎日のセルフケアに加えて、

歯科医療施設での専門的なケアを定期的に受けましょう。 

歯磨き中も密を避ける！ 

飛沫が飛ばないように！ 

歯磨き用具や洗面台は清潔に！

換気はしっかりと。 

十分な距離をとる、時間をずらして順

番に、歯磨き中は喋らないなど、工夫し

ましょう。 できるだけ口は閉じて、 

歯ブラシは小さく丁寧に動かしまし

ょう。 

歯を磨いた後は、洗面台などをきちんと清掃。 

歯ブラシは良く洗い、しっかり乾燥させましょう。 

うがいの水は少なめに、ブクブクうが

いをしましょう。 

水を吐き出すときはゆっくりと、でき

るだけ洗面台に近い高さから。 

感感染染症症予予防防  ににははママススククとと手手洗洗いい  

毎毎日日のの歯歯磨磨きき  がが大大事事でですす！！  
毎日の健康な暮らしを守るために、歯科医療施設で正しい歯の磨き方

を教えてもらい、感染防止に注意した歯磨き習慣を身に着けましょう！ 

生坂村歯科診療所
☎０２６３-６９-３３２３
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〔
令
和
三
年
の
火
災
に
つ
い
て
〕

　
令
和
三
年
の
松
本
広
域
消
防
局
管

内
の
火
災
件
数
は
一
四
八
件
で
、
前

年
と
比
べ
一
四
件
増
加
し
て
い
ま

す
。
火
災
件
数
の
内
訳
は
、
建
物
火

災
七
二
件
（
前
年
比
一
三
件
増
）、
車

両
火
災
八
件
（
前
年
比
九
件
減
）、
そ

の
他
火
災
六
五
件
（
前
年
比
一
四
件

増
）、
林
野
火
災
三
件
（
前
年
比
四
件

減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
火
原
因
で
は
、
一
位
「
火
入
れ

（
あ
ぜ
焼
き
）」
一
八
件
、
二
位
「
た

き
火
」
一
七
件
、
三
位
「
た
ば
こ
」
七

件
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
三
年
、
生
坂
村
の
火
災
件
数

は
一
件
（
建
物
火
災
）
で
二
月
に
発

　
更
に
、
消
防
署
の
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
る
広
報
を
耳
に
し
た
り
、
乾

燥
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
り
し
て
い

る
時
は
、
た
き
火
や
あ
ぜ
焼
き
を
行

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
た
き
火
や
あ
ぜ
焼
き
な
ど

を
す
る
場
合
は
、
松
本
広
域
連
合
火

災
予
防
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
事
前

に
消
防
署
へ
届
出
を
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　お
問
い
合
わ
せ
は

明
科
消
防
署

　
☎︎
〇
二
六
三-

六
二-

二
九
九
二

生
し
て
い
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
の

時
季
は
、火
を
取
り
扱
う
時
に
は「
そ

の
場
を
離
れ
な
い
」・「
火
の
そ
ば
に

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
」
と

い
っ
た
、
防
火
の
基
本
を
念
頭
に
火

災
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
の
早
期
発

見
の
た
め
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
や
、
設
置
済
み
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
例
年
三
月
と
四
月
は
火
災
件
数
が

増
加
す
る
傾
向
で
す
。
令
和
三
年
も

三
月
と
四
月
の
二
ヵ
月
間
は
松
本
広

域
消
防
局
管
内
で
四
五
件
の
火
災
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
そ
の
他

の
火
災
が
二
六
件
と
な
っ
て
お
り
、た

き
火
や
あ
ぜ
焼
き
な
ど
の
火
が
、
春

先
の
強
い
風
に
あ
お
ら
れ
燃
え
広
が

る
と
い
っ
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
行
う
た
き
火

や
あ
ぜ
焼
き
の
際
に
は
、
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
　
風
の
強
い
日
は
避
け
る
。

二
　
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
で
行

わ
な
い
。

三
　
水
バ
ケ
ツ
な
ど
消
火
用
具
を
必

ず
用
意
す
る
。

四
　
完
全
に
火
が
消
え
る
ま
で
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。（
火
の
始

末
を
確
実
に
）

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈おうち時間  家族で点検  火の始末〉

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

◎
三
学
期
始
業
式

　
二
〇
二
二
年
は
一
月
六
日
の
始
業
式

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
第
六
波

の
直
前
で
あ
っ
た
た
め
、体
育
館
に
全

校
生
徒
二
五
〇
人
が
参
集
し
て
行
い

ま
し
た
。全
校
が
一
堂
に
会
し
て
校
歌

を
三
番
ま
で
流
す
と
い
っ
た
こ
と
が
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
今
年
度
は

じ
め
て
で
あ
り
、何
気
な
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
不
意
に
幸
せ
を
感

じ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

◎
貸
与
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
付

　
一
月
二
日
に
県
教
育
委
員
会
か
ら

一・二
年
生
に
貸
与
さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
配
付
し
ま
し
た
。

　
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
に
よ
り
自
分
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
生
徒
も
含
め
、こ

の
日
は
一・
二
学
年
で
自
分
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
接
続
テ
ス
ト
を
行

い
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
備
え

て
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
と
い
っ
た

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
ツ
ー
ル
の
接
続
テ
ス
ト
を

し
、分
散
登
校
や
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
に
向
け

た
確
認
を
し
ま
し
た
。
今
後
は
授
業

を
行
う
側
の
ス
キ
ル
の
向
上
も
求
め

ら
れ
る
た
め
、
教
員
も
準
備
に
余
念

が
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
ワ
ッ
ク
ス
が
け

　
一
月
二
一
日
に
は
、
全
教
室
の
ワ
ッ

ク
ス
が
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
校
は
三
五
年
前
に
建
て
ら
れ
た

県
下
で
一
番
新
し
い
県
立
高
校
で
あ

り
、
教
室
配
置
を
は
じ
め
校
舎
内
外

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
設
計
さ
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
丁
寧
に
廊
下
や
教
室

の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
行
う
こ
と
が
伝

統
に
な
っ
て
お
り
、年
月
を
感
じ
さ
せ

な
い
美
し
い
校
舎
が
魅
力
の
一
つ
で
す
。

こ
の
日
も
生
徒
た
ち
が
心
を
こ
め
て

き
れ
い
に
し
ま
し
た
。施
設
面
で
の
学

習
環
境
の
よ
さ
は
本
校
の
誇
り
で
す
。

◎
天
国
か
ら
地
獄

　
コ
ロ
ナ
第
五
波
の
収
束
に
よ
り
、

一
二
月
に
二
学
年
の
修
学
旅
行
が
実

施
で
き
た
こ
と
は
、前
回
号
の
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
思
え
ば
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
襲
来
の
直
前
で
あ

り
、運
が
よ
か
っ
た
と
し
か
思
え
ま
せ

ん
。現
在
、第
六
波
の
真
只
中
で
あ
り
、

粘
り
強
く
全
校
で
気
持
ち
を
合
わ
せ

て
波
を
乗
り
越
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

文
責
　
教
頭
　
堀
内
雅
司 綺麗な校舎！

BYODによるICT授業！
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一
月
中
旬
か
ら
、
全
国
的
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
猛

威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
一

人
で
年
老
い
た
母
親
を
介
護
し
て
い

る
た
め
、
自
分
が
感
染
者
、
若
し
く

は
濃
厚
接
触
者
に
な
っ
た
場
合
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
心
配
で
な
り
ま

せ
ん
。
幸
い
に
も
、
一
月
時
点
で
は

生
坂
村
や
私
が
買
い
物
に
行
く
池
田

町
、
筑
北
村
、
麻
績
村
は
、
ま
ん
延

　
こ
ん
に
ち
は
。
生
坂
で
の
二
度
目

の
冬
を
過
ご
し
て
い
ま
す
坂
爪
で

す
。
安
曇
野
（
豊
科
）
に
い
た
時
は

冷
た
い
強
風
が
吹
く
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
「
安
曇
野
よ
り
も
幾
分
過
ご

し
や
す
い
気
が
す
る
」と
い
う
の
が
、

私
の
初
め
て
の
冬
の
印
象
で
し
た
。

秋
に
何
と
か
エ
ア
コ
ン
も
付
け
た
こ

と
だ
し
、「
き
っ
と
こ
の
冬
は
楽
勝
」

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
…
妙
に
雪

が
多
い
で
す
ね
。
晴
れ
間
が
少
な
く

日
差
し
が
届
か
な
い
せ
い
か
、
と
て

も
、
と
て
も
寒
く
感
じ
て
い
ま
す
。

灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
、
食
料
そ
の
他
、

様
々
な
も
の
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
に

も
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
我
が
家
の
愛
犬
た
ち
、
愛

猫
た
ち
の
メ
イ
ン
フ
ー
ド
は
ア
メ
リ

カ
産
の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
フ
ー
ド
で
し

た
が
、
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
て

国
内
の
在
庫
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
す
。
イ
タ
リ
ア
産
も
同
様

状
態
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
心

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
収
束
す

る
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
が
今
年

や
り
た
い
こ
と
と
し
て
、
里
山
の
道

の
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。
村
内
に

は
、
昔
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
峠
に
通

じ
る
道
や
尾
根
道
が
沢
山
あ
り
ま

す
。
近
年
の
豪
雨
に
よ
る
倒
木
や
崩

落
で
、
通
行
困
難
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
数
か
所
あ
り
、
私
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
き
の
こ
狩
り
で
も
困
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
地
元
の
重
地
域
か
ら
始

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的

に
は
、
古
道
の
散
策
や
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
道
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う

に
と
も
思
い
ま
す
。�

（
吉
澤
　
彰
）

な
の
か
、
探
し
て
も
探
し
て
も
手
に

入
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

何
と
か
手
に
入
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
産
の

も
の
を
少
し
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
ま
す

が
、
フ
ー
ド
探
し
に
結
構
四
苦
八
苦

し
て
い
ま
す
。
本
当
に
文
字
通
り
の

「
厳
し
い
冬
」
を
実
感
し
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

　
暗
い
話
ば
か
り
で
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
は
全
く
見
え

ず
、
各
地
で
の
地
震
情
報
な
ど
何
か

と
不
安
な
こ
と
の
多
い
日
々
で
す

が
、
や
ま
な
み
の
お
や
き
は
価
格
据

え
置
き
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
せ
。
秋
ご
ろ

に
一
時
的
に
売
り
上
げ
が
落
ち
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
愛

顧
の
お
か
げ
で
今
日
も
安
定
的
に
販

売
で
き
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
ま
だ
寒
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
の
出
勤
時
の
明
る
さ
は
格
段

に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
同
じ
寒
い

朝
で
も
真
っ
暗
闇
の
中
の
出
勤
よ
り

も
明
る
く
な
っ
て
き
た
な
あ
と
感

じ
、今
の
方
が
気
持
ち
は
軽
い
で
す
。

も
う
少
し
で
春
。
待
望
の
春
が
来
る

こ
と
を
楽
し
み
に
（
で
も
、
私
は
花

粉
症
な
の
で
す
が
…
）
頑
張
っ
て
お

や
き
を
作
り
ま
す
。
皆
様
も
ど
う
ぞ

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

�

（
坂
爪
　
紀
子
）

45
（通巻103号）

今
年
は
何
を
？

今
年
は
何
を
？

暖
か
い
春
を
待
ち
わ
び
て

暖
か
い
春
を
待
ち
わ
び
て
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二
月
よ
り
い
く
さ
か
大
好
き
隊
員

と
な
り
ま
し
た
星
野
亜
紀
子
と
申
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
松
本
市
か
ら
や
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
三
年
前
、
信
州
大
学
の
客
員
研

究
員
と
し
て
『
一
〇
〇
年
企
業
創
出

プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
湘
南
か
ら
信
州
へ
家
族

五
人
で
移
住
し
ま
し
た
。
こ
の
春
、

高
校
生
と
中
学
生
に
な
る
二
人
の
女

児
と
、
父
と
母
と
で
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
学
校
の
関
係

で
、
家
族
全
員
で
住
む
こ
と
は
叶
い

ま
せ
ん
が
、
こ
こ
生
坂
村
へ
は
大
き

な
夢
を
抱
い
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
経
歴
で
す
が
、
元
々
は
東
京
の
広

告
代
理
店
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
し

た
。
そ
の
後
、
独
立
。
主
に
ホ
テ
ル

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
地
域
活
性
学
会
の
理

事
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
地
域
活
性

化
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
本

職
で
す
。

　
大
好
き
な
生
坂
で
『
脱
炭
素
』
を

推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
た

い
、
そ
れ
も
自
分
で
実
践
し
な
が
ら

経
験
し
て
み
た
い
と
い
う
希
求
か

り
返
し
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が

創
造
的
な
仕
事
を
創
出
す
る
上
で
最

も
重
要
な
こ
と
と
思
う
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
走
り
回
り
、
音
楽

が
流
れ
、
地
元
食
材
で
作
っ
た
美
味

し
い
ご
は
ん
を
囲
む
…�

生
坂
の
皆

さ
ん
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
そ
ん
な
『
地

域
の
縁
側
』
を
作
り
た
い
で
す
。
そ

し
て
自
身
が
ひ
と
り
親
で
苦
労
し
た

経
験
を
活
か
し
、
女
性
の
自
立
支
援

を
行
い
た
い
。
こ
れ
が
わ
た
し
の
大

き
な
夢
で
す
。
ど
う
ぞ
村
で
見
か
け

た
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

�

（
星
野
亜
紀
子
）

ら
、
大
好
き
隊
に
志
願
し
ま
し
た
。

『
脱
炭
素
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
』
っ

て
新
し
い
こ
と
で
も
難
し
い
こ
と
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
お
豆
腐
は

ア
ル
ミ
鍋
を
持
っ
て
買
い
に
行
く
も

の
だ
っ
た
よ
う
に
、
昔
な
が
ら
の
シ

ン
プ
ル
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
し
、
便

利
な
最
新
技
術
と
融
合
さ
せ
て
い
く

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
五
〇
歳
未
満
の
日
本
人
は
、

一
〇
〇
年
以
上
生
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
医
療
が
発
達
し
平
均
寿
命

が
長
く
な
っ
た
こ
と
で
わ
た
し
た
ち

は
長
き
に
わ
た
っ
て
働
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
に

関
す
る
技
術
の
発
展
は
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
労
働
力
不
足
へ
の
対
策
に

は
な
り
ま
す
が
、
日
本
の
労
働
人
口

の
五
割
が
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
で
代
替
可
能
に
な
る
と
も
言
わ
れ

る
近
い
未
来
、
わ
た
し
た
ち
は
年
齢

に
関
係
な
く
助
け
合
い
、
得
意
な
こ

と
を
仕
事
と
し
て
生
き
て
行
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
身
が
や
り
が

い
を
感
じ
、
創
造
性
を
伴
う
仕
事
に

就
き
、
遊
ぶ
よ
う
に
仕
事
を
し
、
遊

ぶ
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
く
。
わ
た
く

し
は
そ
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
こ

こ
生
坂
で
実
現
さ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
生
坂
の
資
源
や

伝
統
文
化
の
探
索
と
価
値
形
成
を
繰

　
生
坂
村
で
は
、
少
子
高
齢
化
・
過

疎
化
に
よ
り
村
内
の
空
き
家
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
村
内
の
空

き
家
の
実
態
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

二
三
四
件
の
空
き
家
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
五
年
前
の
調
査
で
確
認
し
た

一
八
九
件
か
ら
約
二
三
％
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
空
き
家
は
長
期
間
放
置
さ
れ
る

と
、
倒
壊
、
火
災
の
危
険
性
や
雑
草

の
繁
茂
、
害
虫
の
繁
殖
、
鳥
獣
害
の

発
生
な
ど
、
地
域
の
生
活
環
境
に
悪

影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
空
き
家
を
移
住
者
へ
売

併
用
し
、
村
外
の
委
員
の
方
々
に
は

リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
の
会
議
で
は
、
生
坂
村
の
空
き

家
対
策
に
つ
い
て
そ
の
方
向
性
や
施

策
を
協
議
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
村

と
し
て
の
空
き
家
対
策
の
方
向
性
を

示
す
「
生
坂
村
空
家
等
対
策
計
画
」

を
策
定
し
、
協
議
会
を
は
じ
め
、
庁

内
関
係
課
、
関
係
機
関
そ
し
て
村
民

の
皆
様
と
連
携
し
、
空
き
家
問
題
に

取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
な
お
、「
生
坂
村
空
家
等
対
策
計

画
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
、

村
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新新
し
い
い
く
さ
か

し
い
い
く
さ
か
大
好
大
好
きき
隊
員
隊
員

「
生
坂
村
空
家
等
対
策
協

「
生
坂
村
空
家
等
対
策
協

議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

却
し
た
り
、
解
体
し
て
跡
地
を

活
用
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
地

域
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
重
要

な
資
源
と
な
り
ま
す
。

　
生
坂
村
で
は
、
空
き
家
対
策

を
総
合
的
か
つ
効
率
的
に
進
め

て
い
く
た
め
、
空
き
家
に
関
す

る
村
内
外
の
関
係
者
で
構
成
す

る
「
生
坂
村
空
家
等
対
策
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
第

一
回
目
の
会
議
を
二
月
一
日

（
火
）
に
開
催
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を

9



食生活改善推進協議会★おすすめレシピ

　低栄養とは、健康な体を維持するために必要な栄養、特にエネルギーとタンパク質が不足して
いる状態のことをいいます。低栄養になると、免疫力が低下し、感染症などの病気を引き起こしや
すくなると言われています。加齢に伴い食が細くなると栄養不足が続き、気が付かないうちに体に
悪影響を及ぼすようになります。
　今回は、簡単にできるレシピ「緑豆もやしのチャンプルー」をご紹介します。チャンプルーとは、
野菜や豆腐などを炒めた沖縄料理のことをいいます。この料理は、豆腐や豚肉、卵のタンパク質を
多く含む食品が使われているため、低栄養予防におすすめです。ご飯・緑黄色野菜の料理と組み合
わせると、栄養バランスよく食べられます。ぜひご家庭でお試しください。

【作り方】

① 木綿豆腐は一口大に切って、水切りしておく。

② 豚肉は一口大に切る。万能ねぎは小口切りにする。

③ フライパンにⒶのサラダ油を熱し、割りほぐした卵を

さっと炒め、一度お皿に取り出す。

④ ③のフライパンにⒷのサラダ油を熱し、豚肉と豆腐を

炒め、火が通ったら、水洗いしたもやしを加えてさっと

炒める。仕上げに白だし、こしょう、③の卵を加えて

ざっと炒め合わせる。

⑤ 皿に盛り、万能ねぎを散らす。

緑豆もやしのチャンプルー主菜

１人分  栄養価

エネルギー　206kcal

タンパク質　17.2g

脂　　　質　13.2g

カルシウム　92mg

鉄　　　分　1.9mg

食塩相当量　0.9g

材 料（4人分）

緑豆もやし 200g

木綿豆腐 300g

豚もも薄切り肉 150g

卵 ２個

Ⓐサラダ油 小さじ１

Ⓑサラダ油 小さじ２

白だし 大さじ２

こしょう 少々

万能ねぎ １本
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年度末は、進学や就職、異動などにより環境が大きく変わる
時期です。もしあなたが先の見えない不安や、生きづらさを感
じるなどの様々なこころの悩みを抱えていたら、その悩みを相
談してみませんか。

「生きるのがつらい・消えてしまいたい」

こころの健康相談統一ダイヤル（長野県精神保健福祉センター内）
☎ 0570-064-556 月～金（祝日・年末年始を除く）9:30～16:00
“死んでしまいたい” “家族や知人に死にたいと訴える人がいる”
“身内が自殺で亡くなってしまった”などの自殺に関する相談に応じます。

長野いのちの電話
☎ 0263-29-1414 年中無休 11:00～22:00 ＊いずれも通話料がかかります

「学校、家族のことで悩んでる・進路、将来のことが不安

学校生活相談センター（24時間子どもSOSダイヤル）
☎ 0120-0-78310 年中無休・24時間 /無料

チャイルドライン（18歳以下）
☎ 0120-99-7777 16:00～21:00

（金曜日は23:00まで、祝日・年末年始を除く）/無料

☆3月に開催される相談会等☆

【くらしと健康の相談会】

失業、債務問題、家庭（夫婦）問題
等について、弁護士による法律相談と
保健師による健康相談を行います。

〇日時
3月２・９・16・23日（水曜日）
相談時間は1人1時間（1日4組まで）

〇場所
松本保健福祉事務所 相談室
（松本合同庁舎内）

〇申込み方法
予約制のため、希望相談日の2日前
までに申し込み
☎0263-40-1938（直通）

【生坂村こころの相談会】
こころの不調や依存症、認知症の心配
などに、精神科医が相談に応じます。
〇日時  3月16日（水）午後3時から
〇場所  生坂村健康管理センター
〇申込み  健康福祉課保健師

☎0263-69-3500

【中信地域自死遺族交流会】
（あすなろの会）

支えてくれる人、悲しみを分かち合
える人が、必ずいます。
〇日時  3月5日（土）
〇場所  申込み時にお伝えします
〇申込み  松本保健福祉事務所

「あすなろの会担当者」
☎0263-40-1938（直通）

【健康福祉課】
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か
あ
さ
ん
家
で
働
き
始
め
て
三
年

目
と
な
り
、
主
に
食
堂
開
店
前
の
仕

込
み
、食
堂
で
の
接
客
、フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
明
科
へ
商
品
の
配
達

を
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
美
味
し

く
食
べ
て
い
た
だ
き
、
気
持
ち
良
く

帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
明
る
く

丁
寧
な
接
客
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
常
連
の
顔
見
知
り
の
お
客
様
も
増

え
「
今
日
も
美
味
し
か
っ
た
よ
」「
活

き
活
き
と
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
良
い

ね
！
」
な
ど
と
お
声
掛
け
し
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
嬉
し
く
や
り
が
い
を

感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
最
近
で
は
、
手
打
ち
う
ど
ん
や
お

ま
ん
じ
ゅ
う
の
作
り
方
を
少
し
ず
つ

教
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
目
で
見
る
の

と
実
際
や
る
の
と
は
全
く
違
い
日
々

学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　
先
輩
か
あ
さ
ん
た
ち
が
丸
め
る
お

ま
ん
じ
ゅ
う
や
う
ど
ん
を
打
つ
姿
は

本
当
に
心
が
こ
も
っ
て
い
て
、
私
も

そ
ん
な
心
の
こ
も
っ
た「
故
郷
の
味
」

を
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、よ
り
一

層
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
以
外
に
人
生
の
先
輩

で
も
あ
る
か
あ
さ
ん
た
ち
は
、
い
つ

　
村
の
森
林
経
営
管
理
制
度
実
施
方

針
に
よ
り
、
令
和
二
年
度
か
ら
被
害

発
生
リ
ス
ク
の
高
い
森
林
の
伐
採
や

管
理
を
進
め
て
お
り
、
令
和
三
年
度

は
、
村
道
一
級
一
号
線
大
日
向
北
平

地
籍
に
続
き
、
小
学
校
下
通
学
路
沿

い
に
お
い
て
危
険
木
伐
採
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
村
民
の【
安
全
・
防
災
・

生
活
環
境
の
向
上
】
に
係
る
森
林
整

備
を
基
本
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

も
温
か
く
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。
幅

広
い
年
齢
層
の
方
達
と
一
緒
に
働

き
、
学
べ
る
環
境
は
、
か
あ
さ
ん
家

の
魅
力
か
と
思
い
ま
す
。

　
寒
さ
厳
し
い
こ
の
季
節
、
体
の
芯

か
ら
温
ま
る
「
煮
込
み
う
ど
ん
」「
お

に
か
け
」「
と
う
じ
う
ど
ん
」
は
、
不

動
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
が
、
冬
季

限
定
「
鴨
つ
け
麺
」
も
好
評
で
す
。

　
か
あ
さ
ん
家
で
は
引
き
続
き
こ
ま

め
な
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
感
染
対
策

を
実
施
し
、
お
客
様
の
ご
来
店
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　
二
月
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
、
春

が
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
来
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
身
体
に
は
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
一
月
、直
売
所
で
は
、白
菜
、キ
ャ

ベ
ツ
、
大
根
、
ネ
ギ
、
か
ぶ
、
干
し

柿
、
ふ
き
の
と
う
、
ナ
ズ
ナ
、
菜
の

花
、
ほ
う
れ
ん
草
、
春
菊
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
ク
ル
ミ
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
、ぶ
ど
う
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
、

地
元
産
の
新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品

が
生
産
者
の
皆
さ
ん
か
ら
出
荷
さ

れ
、
大
勢
の
お
客
様
に
お
買
い
求
め

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
一
月
二
二
日
（
土
）
に

は
、毎
月
恒
例
の
特
産
市
を
開
催
し
、

お
じ
さ
ま
倶
楽
部
の
「
手
打
ち
生
そ

ば
」、
こ
な
も
ん
工
房
の
「
石
窯
焼
き

ピ
ザ
」、
や
ま
な
み
荘
の
「
ハ
チ
ク
入

り
餃
子
」「
川
魚
唐
揚
」「
チ
キ
ン
カ

ツ
バ
ー
ガ
ー
」「
灰
焼
き
お
や
き
」
を

販
売
し
て
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
各
団
体
の
皆
さ
ん
、
生
産
者
の
皆

さ
ん
、
道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
月
下
旬
に
、
道
の
駅
い

く
さ
か
の
郷
関
係
者
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、一
定
期
間
、

臨
時
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
接
触

者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
館
内
の
徹
底

的
な
消
毒
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
、
お
客
様
に
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

明
る
い
笑
顔
に
福
来
る
！

か
あ
さ
ん
家

　
川 

又

　
愛 

香

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

森
林
環
境
譲
与
税
を
活

森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
、
危
険
木
伐
採
を

用
し
、
危
険
木
伐
採
を

実
施
し
ま
し
た
。

実
施
し
ま
し
た
。
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■
蔵
書
整
理
特
別
休
館
日
変
更
に
つ

い
て

　
例
年
三
月
末
に
行
っ
て
い
た
図
書

室
蔵
書
整
理
で
す
が
、
今
年
は
児
童

館
利
用
の
子
ど
も
た
ち
に
春
休
み
中

も
た
く
さ
ん
本
に
親
し
ん
で
も
ら
い

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、六
月
に
変
更

し
ま
す
。三
月
は
、通
常
通
り
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。ま
た
、六
月
の
蔵
書
整
理
の

日
程
は
広
報
・
Ｉ
Ｃ
Ｎ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ら
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

参
加
希
望
の
方
は
、
所
定
の
用
紙
に

ご
記
入
、も
し
く
は
お
電
話
で
ご
連
絡

の
上
、児
童
館
ま
で
申
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
児
童
館

☎︎
〇
二
六
三-

六
九-

三
〇
五
〇

児
童
館
か
ら
お
知
ら
せ

■
第
六
回 

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ブ
リ
ッ

ジ 

ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
で
走
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
毎
年
恒
例
の「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ブ

リ
ッ
ジ�

ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
」を
、三
月

二
二
日（
火
）に
行
い
ま
す
。

　
今
年
も
児
童
館
か
ら
草
尾
を
経
由

し
、グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ブ
リ
ッ
ジ
を
目

指
し
、下
ノ
田
～
昭
津
～
児
童
館
へ
戻

る
、往
復
距
離
八
八
〇
〇
ｍ
の
コ
ー
ス

で
す
。お
子
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、お
家

の
方
も
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
春
が
来
た
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
な
が

　
長
野
県
と
生
坂
村
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
不
妊
治
療
を
さ
れ
て
い
る
方
の
治

療
費
に
つ
い
て
、
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
、
今
年
度
に
終
了
し
て

い
る
治
療
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
末

ま
で
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
長
野
県
の
助
成
は
、
治
療
の
種
類

や
年
齢
な
ど
に
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
窓
口
と

な
る
松
本
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ

く
り
支
援
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
生
坂
村
で
は
、
治
療
の
種
類
に
関

係
な
く
、
医
療
機
関
の
証
明
に
よ
り

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
助

成
額
は
、
治
療
費
の
自
己
負
担
額
の

二
分
の
一
（
上
限
一
〇
万
円
）
で
、

一
年
度
あ
た
り
一
回
で
す
。

　
な
お
、
長
野
県
の
助
成
対
象
と
な

る
治
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
ち
ら

を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。
県
の
助
成

を
受
け
た
後
の
自
己
負
担
分
に
つ
い

て
は
、村
で
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
申
請
窓
口
】

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課
　

☎︎
〇
二
六
三-

四
〇-

一
九
五
〇

生
坂
村
役
場
健
康
福
祉
課

☎︎
〇
二
六
三-

六
九-

三
五
〇
〇

　
国
土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事
務
所

で
は
、
信
濃
川
水
系
の
今
後
の
川
づ

く
り
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
実
施
内

容
と
な
る
信
濃
川
水
系
河
川
整
備
計

画
（
変
更
原
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

信
濃
川
水
系
整
備
計
画（
変
更
原
案
）

に
対
す
る
ご
意
見
を
関
係
住
民
の
皆

様
か
ら
募
集
し
ま
す
。
　

　
意
見
募
集
の
時
期
や
方
法
な
ど
の

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
下
さ
い
。

〈
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
〉

《
問
い
合
わ
せ
先
》

国
土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事
務
所
調

査
課

☎︎
〇
二
六-

二
二
七-

九
四
三
四

〈
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
〉

　「
男
は
仕
事
」「
女
は
家
庭
」「
男
は
主
要
な
業

務
」「
女
は
補
助
的
業
務
」
と
い
う
よ
う
に
、
男

女
を
問
わ
ず
個
人
の
資
質
や
能
力
と
は
無
関
係

に
、
性
別
を
理
由
に
し
て
役
割
を
固
定
的
に
分

け
る
考
え
を
言
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
だ
と
生

き
方
、
働
き
方
を
制
約
し
、
女
性
の
経
済
的
自

立
、
男
性
の
生
活
的
自
立
を
阻
害
す
る
原
因
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

男女共同参画 マンガで気付こう！

身近なジェンダー 第２回

き
ま
し
ょ！

図
書
室

不
妊
に
悩
む
方
の

不
妊
に
悩
む
方
の

特
定
治
療
支
援
事
業
の

特
定
治
療
支
援
事
業
の

申
請
期
限
は
三
月
三
一
日

申
請
期
限
は
三
月
三
一
日

で
す
で
す

「
信
濃
川
水
系
河
川
整
備
計

「
信
濃
川
水
系
河
川
整
備
計

画
」
に
対
す
る
意
見
募
集

画
」
に
対
す
る
意
見
募
集

©段　丹映子　無断転載禁止
（「ちいさなジェンダー」ほうずき書籍）

★
お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

　
　
　
　  

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す
★

今
溝��

朝あ
さ

陽ひ��

ち
ゃ
ん（
１
月
21
日
生
）

康
平
・
祐
美
さ
ん（
上
生
坂
）
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株
式
会
社�

松
本
山
雅
は
、
一
月

一
〇
日
（
月
）
に
松
本
市
の
ま
つ
も

と
市
民
芸
術
館
で
、
二
〇
二
二
年
の

松
本
山
雅
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

新
体
制
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
残
念
な
が
ら
Ｊ
３
へ
の

降
格
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ク
ラ
ブ
の
新
た
な
体
制
や
リ
ー
グ
戦

へ
向
け
て
の
監
督
や
選
手
の
意
気
込

み
を
聞
く
た
め
、
当
日
は
一
六
〇
〇

人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
会
場
に
集
結
し

ま
し
た
。

　
会
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、二
〇
二
二

年
の
役
員
体
制
や
監
督
、
選
手
ら
が

紹
介
さ
れ
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
指

揮
を
と
る
名
波
浩
監
督
を
は
じ
め
、

選
手
一
同
か
ら
今
年
に
か
け
る
想
い

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
「
原
点
回
起
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
サ
ポ
ー
タ
ー

の
前
で
目
標
と
す
る
Ｊ
２
昇
格
へ
の

熱
い
気
持
ち
を
誓
い
ま
し
た
。

　
村
で
は
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
、

引
き
続
き
、
松
本
山
雅
を
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
一
月
一
一
日
（
火
）
に
、
生
坂
村
と
明
治

安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
は
、
健
康
増
進

に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
役
場
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に
は
、
明
治

安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
松
本
支
社
か

ら
、
谷
口
支
社
長
ら
が
出
席
し
、
藤
澤
村

長
と
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　
協
定
は
、
健
康
づ
く
り
・
生
活
習
慣
病

予
防
・
が
ん
対
策
な
ど
の
取
組
を
推
進
す

る
に
当
た
り
、
相
互
に
連
携
・
協
力
し
、

村
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的

事
項
を
定
め
た
も
の
で
、
今
後
、
村
の
イ

ベ
ン
ト
で
の
健
康
測
定
ブ
ー
ス
の
出
展

や
、
健
康
講
話
な
ど
で
相
互
に
協
力
し
、

健
康
を
つ
く
る
取
組
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
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千綾  心
し

緒
ん

 ちゃん（1歳）
草尾 / 勝大・聖華さん

外遊びが　大好きです！

こんげつの

いい顔

2022松本山雅ＦＣ2022松本山雅ＦＣ
新体制発表会新体制発表会

健康増進に関する健康増進に関する
連携協定を締結しました連携協定を締結しました


